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ご注意 

・ Ｗindows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

・ その他の製品名は，各社の商標または登録商標です。 

・このプログラムおよび使用説明書の内容を予告なしに変更･改編･改良することがあります。 
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１.１ 概要 

本システムは，(一財)土木研究センター発行の「多数アンカー式補強土壁工法 設計・施

工マニュアル（第４版）および多数アンカー式補強土壁工法 設計・施工マニュアル（第３版）」

（以下，合わせて「マニュアル」という。）に基づき，「多数アンカー式補強土壁」の設計を

パソコンにより行います。 

コンクリート製もしくは鋼製の壁面材に取付けたタイバー，コネクター，アンカープレー

ト（又はロックアンカー），接続ロッドアイ止めボルトの材料選定，補強材の敷設段数，敷設

間隔，敷設長の設計検討を対話形式で行い，検討結果を「設計計算書」として出力します。 

本システムは，常時および地震時において，以下の３項目の設計を行い，安全かつ経済的

な多数アンカー式補強土壁の設計を行います。 

(1) 内部安定の検討 

・ 補強材に作用する引張力を算定と各部材の破断に対する照査 

・ 補強材の必要長さ（アンカープレート埋設位置）の照査 

・ アンカープレートの引抜きに対する照査 

(2) 外部安定の検討 

・ 滑動に対する安定の照査 

・ 転倒に対する安定の照査 

・ 補強土壁底面に対する支持の照査 

・ 補強土壁底面下の対策工（置換基礎等）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎（布状基礎）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎下の対策工（置換基礎）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎（重力式基礎）に対する安定の検討 

(3) 基礎地盤を含めた補強土壁全体の円弧すべり安定検討 
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１.２ 特徴 

(１) 全ての検討は，「マニュアル」の手順に従って対話形式で行います。 

(２) 入力データは，利用者ファイルに保管し，再利用できます。 

(３) 検討結果は，Ａ４版の「設計計算書」としてＭｓ Ｗｏｒｄファイルに出力することができ

ます。 

(４) 許容安全率等の基本条件データは「マニュアル」に記載されている値がデフォルト値とし

て画面上に表示されています。必要によって，設計者はその値を変更することができます。 

(５) 部材の断面設計において，常時の検討は常に行いますが，地震時についても同時に検討可

能です。 

(６) 部材の断面設計において，腐食しろを考慮することができます。 

(７) 永久構造物および仮設構造物に対応した設計が行えます。 

(８) 多数アンカー式補強土壁工法の基本断面を設計した後，段落し断面を検討することができ

ます。 

(９) 盛土座標のオフセットが可能です。また盛土座標や基礎地盤座標の全体の座標値を同時に

オフセットすることもできます。 

(10) 壁面材はコンクリート製と鋼製の２種類が設計可能です。 

コンクリート製壁面材の場合，構成パターン（Ａ，Ｂ，旧）を選択することにより壁面材

を自動配置します。 

鋼製壁面材の場合，支柱の高さを入力することにより壁面材を自動配置します。 

(11) 補強領域及び背面盛土は上下に２分割し土質定数を変えることができます。 

(12) 補強領域の背面を左右に２分割する埋土形状を入力することにより，背面土の土質定数を

変えることができます。 

(13) 嵩上げ盛土および基礎地盤は任意の座標で入力可能です。土質定数も別々に入力します。 

(14) 地下水位線は内部安定・外部安定で考慮する地下水位線と円弧すべりで考慮する地下水位

線が別々に入力可能です。またそれぞれ２種類（常時，地震時）の地下水位線が設定でき

ます。土層の座標や土質定数はプログラム内で自動設定します。 

(15) 地山掘削形状を入力することにより新基礎地盤の座標や土質定数をプログラム内で自動設

定します。また掘削勾配は基礎地盤層毎の土質勾配で指定する方法と固定勾配で指定する

方法があります。 

(16) 補強土壁全幅の置換基礎の掘削形状を入力することにより基礎地盤の座標をプログラム内

で自動設定します。 

(17) 補強材の長さ（アンカープレートの埋設位置）は各段毎に変更可能です。 

(18) アンカープレートが埋設不可の場合，ロックアンカーの検討ができます。 

(19) 部材の設計はプログラム内で自動設計します。ただし設計者は変更可能です。 

(20) 設計する部材は「部材登録マスターファイル」の中から選択します。 

(21) 外部安定の試行くさび計算は，背面に地山があり，１直線すべり線が地山に当たる場合，

２直線すべりで計算可能です。 

(22) 円弧すべり線は，次の３方法が任意に指定できます。 

・指定した点を通る円弧すべり線   ･･････ ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線 ･･････ ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線   ･･････ Ｒ法 

(23) すべり円の分割片幅は，積分法で行いますので無限小の分割片幅です。 

(24) 円弧すべり線が通過しない線（ネバーカットライン）および円弧すべり線が通過する線（カ

ットライン）が指定できます。 
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１.３ 機能 

１．３．１ 計算基準 

本システムは，次の基準に従って部材の設計を行います。 

「多数アンカー式補強土壁工法 設計・施工マニュアル（第４版）」 

 平成２６年８月 一般財団法人 土木研究センター 

「多数アンカー式補強土壁工法 設計・施工マニュアル（第３版）」 

 平成１４年１０月 一般財団法人 土木研究センター 

 

１．３．２ 参考文献 

「道路土工 擁壁工指針」 

 平成２４年７月 社団法人 日本道路協会 

 

１．３．３ 計算の内容 

本システムは，常時，地震時についてそれぞれ次の項目の計算を行います。 

(１)内部安定の検討 

・ 補強材に作用する引張力の算定と各部材の破断に対する照査 

・ 補強材の必要長さ（アンカープレート埋設位置）の照査 

・ アンカープレートの引抜きに対する照査 

(２)外部安定の検討 

・ 滑動に対する安定の照査 

・ 転倒に対する安定の照査 

・ 補強土壁底面に対する支持の照査 

・ 補強土壁底面の対策工（置換基礎等）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎（布状基礎）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎下の対策工（置換基礎）の支持に対する安定の照査 

・ 壁面基礎（重力式基礎）に対する安定の検討 

(３)基礎地盤を含めた補強土壁全体の円弧すべり安定検討 
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１.４ 適用範囲および制限条件 

(１) 壁面材の種類 ： コンクリート製および鋼製の２種類 

(２) 壁面材の段数 ： 最大３０段 

(３) 嵩上げ盛土の層数 ： 最大２０層 

(４) １層の嵩上げ盛土を表す座標点数 ： 最大３０点 

(５) 基礎地盤の層数 ： 最大３０層 

(６) １層の基礎地盤を表す座標点数 ： 最大３０点 

(７) 地下水位線の種類数 ： 内部安定・外部安定の場合 

                     水平線で常時，地震時の２種類 

                    円弧すべり計算の場合 

                     折れ線で地下水位線１，２の２種類 

(８) １層の地下水位線を表す座標点数 ： 最大３０点 

(９) 掘削勾配 ： 土質勾配および固定勾配の２種類 

(10) 掘削段数 ： 最大２０段 

(11) 設計外力の数 ： 最大２０個 

(12) 設計外力の種類 ： 最大６種類（名称変更可能） 

                     雪荷重，活荷重，死荷重，荷重１～３ 

(13) 円弧すべり格子点数 ： 最大１５×１５点 

(14) 円弧すべり計算方法 

・ポイント法  ··· 同時に計算できる点数 ： 最大２０点 

・ベース法  ···     〃   接線数 ： 最大２０直線 

・Ｒ法  ···     〃   半径数 ： 最大２０Ｒ 

(15) 部材の腐食しろ  ： ０ｍｍ，１ｍｍ，１.５ｍｍ，２ｍｍの４種類 

(16) ファイル名 

 ファイル名の拡張子は，下記の様に固定されています。 

・入力データファイル名 ： ＊＊＊＊．ＡＪＨ 

・ＣＡＤデータファイル名 ： ＊＊＊＊．ＣＳＶ 

・部材登録マスターファイル名 ： ＯＫＡＷＡＬ２００２．ＭＡＳ 

  ＯＫＡＷＡＬ２００６．ＭＡＳ 

  ＯＫＡＷＡＬ２０１４．ＭＡＳ 

(17) プログラムの有効数字について 

本プログラムの有効数字は１５～１６桁です。 

表示されている小数部は書式で指定された桁数に四捨五入して自動的にプログラム内

で丸められています。プログラム内で持っている値と表示値の違いにより，設計計算

書などを電卓などでチェックした場合，有効数字の違いにより手計算の値と合わない

場合があります。 

(18) マニュアルの範囲外の検討項目について 

補強土壁全幅および壁面直下の置換基礎の検討はマニュアルの範囲外です。 

本プログラムでは利用者の利便を考慮し，置換基礎を対策工の１例として検討可能に

していますが，解析方法としてオーソライズされたものではありません。マニュアル

の範囲外の検討項目については利用者の判断でご利用下さい。 
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１.５ 稼動環境 

項     目 パ  ソ  コ  ン 

Ｏ Ｓ Windows Xp ，Vista ，7 ，8 

ハードディスク ２０ＭＢ以上の空き領域を持つハードディスク 

メモリ １ＧＢ以上 

画面の領域 １２８０×７２０ピクセル以上 

ソフトウェア（設計計算書） Microsoft Word 2007 ，2010 ，2013 の導入が必要 

 

１．６ プログラム導入および実行方法 

(１) 本システムは，ハードディスクに導入して実行する仕様になっています。 

(２) プログラム導入方法 

プログラム導入方法は，別紙「導入の手引き」を参照して下さい。 

(３) プログラム実行方法 

スタートメニューから「多数アンカー補強土壁工法」を実行して下さい。 

 

１．７ 解析方法 

 １．７．１ 内部安定検討 

解析方法については，下記マニュアルを参照して下さい。 

「多数アンカー式補強土壁工法 設計・施工マニュアル（第４版）」 

平成２６年８月   一般財団法人 土木研究センター 

 

 １．７．２ 外部安定検討 

解析方法については，下記マニュアルを参照して下さい。 

「多数アンカー式補強土壁工法 設計・施工マニュアル（第４版）」 

平成２６年８月   一般財団法人 土木研究センター 

 

「道路土工 擁壁工指針」 

平成２４年７月 社団法人 日本道路協会 
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１．７．３ 円弧すべり計算 

（１）円弧すべり計算式 

常時の安全率は次式で表わされる。 

 

地震時の安全率は次式で表わされる。 

 

 

ここに， Fs :安全率 

ｃ :地盤の粘着力 (kN/m2) 

φ :土の内部摩擦角 (°) 

l :分割片で切られたすべり面の弧長（m） 

W :分割片の重量 (kN/m) 

W’ :浮力を考慮した分割片の重量 = W‐ub (kN/m) 

u :間げき水圧 (kN/m2) 

b :分割片の幅 (m) 

α :各分割片で切られたすべり面の中点とすべり円の中心を 
 結ぶ直線と鉛直線のなす角 (°) 

Tavail :想定すべり円より奥側にあるアンカープレートの抵抗力で 
 タイバーの部材の許容引張力もしくは引抜き抵抗力のうち 
 小さな方の値 (kN/m) 

θ :タイバー位置でのすべり線の交点とすべり円中心を 
 結ぶ直線と鉛直線のなす角度 (°) 

R :すべり円弧の半径 (m) 

kh :設計水平震度 

yG :円弧中心から分割片重心までの鉛直距離 (m) 
  

)sin(

)tansin(cos}tan)sincos'({

GyWkhWR

TavailRWkhWlcR
Fs

････Σ

･･Σ････Σ










)sin(

}costan)sincos'({





･Σ

････Σ
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

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（２）円弧すべり計算式の展開 

 

 

 

① FMRC : 粘着力による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

② FMRF : せん断抵抗角による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

注）水面以下は，浮力を考慮した水中単位重量とする。 

③ FMRK : 地震時のせん断抵抗角による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

注）水面以下は，浮力を考慮した水中単位重量とする。 

④ FMT : 補強材による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

⑤ FMDW : 分割片重量による起動モーメント  (kN･m/m) 

⑥ FMDK : 地震力による起動モーメント  (kN･m/m) 

 

FMDKFMDW

FMTFMRKFMRFFMRC
Fs






（起動モーメント）

（抵抗モーメント）


XR

XL
dxlcRFMRC ・･

dxhxRFMRF
XR

XL
･･･  costan' 


XR

XL
dxhxRkhFMRK ･････  sintan'

 
XR

XL
dxTRFMT )tansin(cos  ･


XR

XL
dxhxRFMDW ･･･  sin


XR

XL
G dxyhxRkhFMDK ････
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１．８ 設計手順 

 

 

ＳＴＡＲＴ 

ＥＮＤ 

内部安定検討 

外部安定検討 

円弧すべりによ

る安定検討 

タイバーに作用する引張力の算出 

部材の断面設計 

 

・ タイバー  ・コネクター 

・ アンカープレート 

・ 接続ロッドアイ止めボルト 

・ ロックアンカー 

タイバー長の設計 

（アンカープレートの埋設位置） 

アンカープレートの引抜きに対する検討 

滑動・転倒・支持に対する検討 

円弧すべりによる安定検討 

壁面下端の安定検討 

壁面下端の置換基礎に対する検討 

設計条件の設定 

 

・ 設計水平震度  ・安全率 

・ 壁面材   ・腐食しろ 

・ 盛土形状  ・基礎地盤形状 

・ 地下水位線  ・掘削形状 

・ 土質定数  ・設計外力 
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２ ． 対 話 画 面 
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２.１ メニュー項目 

 メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。

 

 新規に作成するデータの場合，[設計条件]メニューをクリックします。 

 既存データの変更の場合，[ファイル]メニューをクリックします。 

２.１.１ [ファイル]メニュー 

 [ファイル]メニューは，入力データの利用者ファイルへの入出力および「設計計算書」の印

刷などを行います。

 

２.１.２ [設計条件]メニュー 

 [設計条件]メニューは，設計を行うための設計条件を入力します。
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２.１.３ [内部安定]メニュー 

 [内部安定]メニューは，内部安定の検討を行います。

 

２.１.４ [外部安定]メニュー 

 [外部安定]メニューは，外部安定の検討を行います。

 

２.１.５ [円弧すべり計算]メニュー 

 [円弧すべり計算]メニューは，常時，地震時の円弧すべり計算を行います。
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２.１.６ [表示]メニュー 

 [表示]メニューは，設計断面図，計算結果の図などを表示します。

 

２.１.７ [ヘルプ]メニュー 

 [ヘルプ]メニューは，バージョン情報，計算基準などを表示します。
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２.２ ファイル 

 [ファイル]をクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。

 

２.２.１ 新規作成 

 現在検討しているデータをファイル保管した後，別の計算を行う場合にクリックします。 

 [新規作成]メニューをクリックすると，本プログラムを新規に立ち上げた状態になります。 

２.２.２ 開く 

 既存の入力データファイルを開きます。 

 [開く]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。リスト項目の中から開きたい

入力データファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックします。

 

２.２.３ 上書き保存 

 現在開いている入力データファイルに上書き保存します。 
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２.２.４ 名前を付けて保存 

 現在開いている入力データファイルを別の名前で保存します。 

 [名前を付けて保存]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。テキストボック

スにファイル名を入力し，[保存]ボタンをクリックします。
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２.２.５ ＭＳ－Ｗｏｒｄ出力 

 [ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。

 

 Ａ４版縦の用紙に報告書スタイルの｢設計計算書」をＭＳ－Ｗｏｒｄファイルに出力します。 

 [ファイル設定]ボタンをクリックすると保存するファイル名を変更できます。 

 出力する項目はチェックボックスをオン(∨印を付ける)にします。出力しない項目はオフに
します。 

 [表紙]の[計算書名]などの各テキストボックスに入力した項目は「設計計算書」の表紙に印
字されます。[計算名称]は[設計条件]メニューで入力します。 

 [ＭＳ ゴシック／ＭＳ 明朝]リストボックス；計算書に出力するフォントを設定します。 

 [全て選択]ボタン；出力項目の全てを選択します。 

 [選択なし]ボタン；出力項目の全てを選択しません。 

 [ページ表示位置]を変更する場合オプションボタンをクリックすることにより指定して下さ
い。 
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２.２.６ ＣＳＶデータの作成出力 

 ＣＳＶデータをファイルへ出力します。

 

 ＣＳＶ形式座標ファイルの出力表示
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２.３ 設計条件 

 内部安定，外部安定および円弧すべりの安定検討を行うための「設計条件」を入力します。 

 [設計条件]をクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。

 

 [基本条件]メニューから下方向に順次入力して行きます。 

 入力し終わった項目には「∨」マークが付きます。 

 



 2 - 10 

２.３.１ 基本条件 

 [基本条件]のデータを入力します。

 

 一般的に[Enter]キーおよび[Tab]キーを押すことにより次の入力項目に移動します。また[S

hift+Enter]キーおよび[Shift+Tab]キーを押すことにより前の入力項目に移動します。 

 [戻る]ボタン ；一般的に前画面に戻りますが，本画面では使用できません。 

 [次へ]ボタン ；クリックするとデータをセットして次画面に行きます。 

 [ＯＫ]ボタン ；クリックするとデータをセットして初期画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタン ；画面を小さくする場合にクリックします。 

 [画面拡]ボタン ；画面を大きくする場合にクリックします。 

 [計算名称]テキストボックス；計算名称は「設計計算書」の表紙に印字されます。 

 [設計基準]オプションボタン；検討する設計基準を選択して下さい。 

 [検討ケース]チェックボックス；[地震時]および[衝突時]の検討を行なう場合，チェックを
入れて下さい。 

 [現在検討している断面]オプションボタン；通常[基本断面]を選択します。基本断面を検討
した後［段落し断面］を選択することにより段落しの検討を行うことができます。段落しは
タイバーの断面を保持したまま壁面高さやタイバー長さを変更することが可能です。 

 [部材の腐食代]コンボボックス；[設計基準]として[マニュアル第４版]を選択した場合，[０
mm]，[１mm]，[１.５mm]，[２mm]より選択します。[マニュアル第３版]を選択した場合，[０
mm]，[１mm]，[２mm] より選択します。この腐食代データは部材登録マスターファイルに登
録されている腐食代ごとの許容引張力に対応しています。 

 [円弧すべり安定検討]オプションボタン；[マニュアル第３版]を選択した場合，円弧すべ
り安定検討において「補強せん断強度の増分をみる／みない」を選択します。 

 [壁面材の種類]オプションボタン；[コンクリート製]または[鋼製]を選択します。 

 [鋼材規格]オプションボタン；[マニュアル第４版]を選択した場合，[新規格]のみ選択が行
えます。[マニュアル第３版]を選択した場合，[SS材]，[SN材]より選択します。 
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２.３.２ 設計安全率 

 

 [永久構造物]または[仮設構造物]を選択します。[永久構造物]の場合，部材の許容引張力の
割増係数：λ＝１.０が[λ]テキストボックスにセットされます。[仮設構造物]の場合，部材
の許容引張力の割増係数：λ＝１.５がセットされます。衝突時は，部材の許容引張力の割増
係数：λ＝１.５がセットされます。λの値は変更可能です。部材の許容引張力をλ倍で計算
します。 

 設計安全率は「マニュアル」に記載されている値が，デフォルト値として表示されています。 
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２.３.３ 壁面材データ 

(1) コンクリート製壁面材の場合 

 [コンクリート製壁面材]のデータを入力します。

 

 [壁高]コンボボックス；壁高を選択します。高さは１.０ｍ，１.５ｍから２９.５ｍ，３０.

０ｍまで選択できます。 

 [壁面材の構成パターン]オプションボタン；［Ａパターン］または［Ｂパターン］を選択し
ます。[設計基準－マニュアル第３版]を選択している場合，［壁面材の高さ］が＊.６ｍの時
［旧パターン］を選択します。 

 [壁面材の厚み]テキストボックス；壁面材の厚みを入力します。壁面材の構成パターンを選
択するとデフォルト値がセットされます。 

 [外部安定・円弧すべりでの壁面材の厚みの考慮]オプションボタン；外部安定検討・円弧す
べりによる全体安定検討で壁面材の厚みを「考慮する／考慮しない」を選択します。 

 [コンクリート製壁面材配置－登録Ｎｏ]セル；［壁面材の構成パターン］を選択すると自動
的に壁面材が設定されます。変更も可能です。 
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 コンクリート製壁面材の構成パターン 
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 コンクリート製壁面材の記号，形状寸法，質量 

No 記号 
形状寸法 

(ｔ×Ｈ×Ｂ) 
重量 

(kN/m2) 
重量算出式 備考 

1 αＵＡ 115× 500×1500 1.31  ２本引 

2 αＴＡ 115×1000×1500 2.61 0.160(m3)×24.5(kN/m3)/1.5(m2) ２本引 

3 αＤＡ 115× 500×1500 1.31  ２本引 

4 βＵＡ 115× 500×1500 1.31  ２本引 

5 βＴＡ 115×1000×1500 2.61 0.160(m3)×24.5(kN/m3)/1.5(m2) ２本引 

6 βＤＡ 115× 500×1500 1.31  ２本引 

7 γＵＡ 160× 500×1500 1.78  ３本引 

8 γＴＡ 160×1000×1500 3.56 0.218(m3)×24.5(kN/m3)/1.5(m2) ３本引 

9 γＤＡ 160× 500×1500 1.78  ３本引 

 各壁面材に作用する土圧が60kN以上の場合，壁面材βＵＡ，βＴＡ，βＤＡを用いる。 

UA 
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(2) 鋼製壁面材の場合 

 [鋼製壁面材]のデータを入力します。

 

 [支柱の高さ]コンボボックス；下記の「スチール高別支柱組合せ表」支柱の高さを選択しま

す。 

 [支柱天端の余裕高さ：Ｈu(m)]テキストボックス；支柱天端の余裕高さを入力します。 

 [支柱下端の埋込み深さ：ＬB(m)]テキストボックス；支柱下端の埋込み深さを入力します。 

 [支柱の径]オプションボタン；支柱の径φ114.3またはφ139.8を選択します。 
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 スチール高別支柱組合せ表 

No 長さ/型 登録 No 長さ/型 登録 No 長さ/型 登録 No 長さ/型 登録 

1 914mm  14 6407mm  23 10264mm  30 13207mm  

 TBS 1214 17  TS 2157 5  TS 2614 6  TS 1307 3 

    MS 1700 14  MS 2550 7  MS 1700 14 

2 1307mm   BS 2850 9  MS 2550 7  MS 2550 7 

 TBS 1607 13     BS 2850 9  MS 2550 7 

   15 6864mm      MS 2550 7 

3 1764mm   TS 2614 6 24 10657mm   BS 2850 9 

 TBS 2064 12  MS 1700 14  TS 1307 3    

    BS 2850 9  MS 1700 14 31 13664mm  

4 2157mm      MS 2550 7  TS 1764 15 

 TBS 2457 2 16 7257mm   MS 2550 7  MS 1700 14 

    TS 2157 5  BS 2850 9  MS 2550 7 

5 2614mm   MS 2550 7     MS 2550 7 

 TBS 2914 16  BS 2850 9 25 11114mm   MS 2550 7 

       TS 1764 15  BS 2850 9 

6 3007mm  17 7714mm   MS 1700 14    

 TS 1307 3  TS 2614 6  MS 2550 7 32 14057mm  

 BS 2000 11  MS 2550 7  MS 2550 7  TS 1307 3 

    BS 2850 9  BS 2850 9  MS 2550 7 

7 3464mm         MS 2550 7 

 TS 1764 15 18 8107mm  26 11507mm   MS 2550 7 

 BS 2000 11  TS 1307 3  TS 1307 3  MS 2550 7 

    MS 1700 14  MS 2550 7  BS 2850 9 

8 3857mm   MS 2550 7  MS 2550 7    

 TS 1307 3  BS 2850 9  MS 2550 7 33 14514mm  

 BS 2850 9     BS 2850 9  TS 1764 15 

   19 8564mm      MS 2550 7 

9 4314mm   TS 1764 15 27 11964mm   MS 2550 7 

 TS 1764 15  MS 1700 14  TS 1764 15  MS 2550 7 

 BS 2850 9  MS 2550 7  MS 2550 7  MS 2550 7 

    BS 2850 9  MS 2550 7  BS 2850 9 

10 4707mm      MS 2550 7    

 TS 2157 5 20 8957mm   BS 2850 9 34 14907mm  

 BS 2850 9  TS 1307 3     TS 2157 5 

    MS 2550 7 28 12357mm   MS 2550 7 

11 5164mm   MS 2550 7  TS 2157 5  MS 2550 7 

 TS 2614 6  BS 2850 9  MS 2550 7  MS 2550 7 

 BS 2850 9     MS 2550 7  MS 2550 7 

   21 9414mm   MS 2550 7  BS 2850 9 

12 5557mm   TS 1764 15  BS 2850 9    

 TS 1307 3  MS 2550 7    35 15364mm  

 TS 1700 14  MS 2550 7 29 12814mm   TS 2614 6 

 BS 2850 9  BS 2850 9  TS 2157 5  MS 2550 7 

       MS 2550 7  MS 2550 7 

13 6014mm  22 9807mm   MS 2550 7  MS 2550 7 

 TS 1764 15  TS 2157 5  MS 2550 7  MS 2550 7 

 MS 1700 14  MS 2550 7  BS 2850 9  BS 2850 9 

 BS 2850 9  MS 2550 7       

    BS 2850 9       
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２.３.４ 笠コンクリートおよびタイバー位置 

 コンクリート製壁面材の場合，[笠コンクリート]のデータを入力します。

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 [笠コンクリートの高さ：Ｈk(m)]テキストボックス；笠コンクリートの高さを入力します。 

 [補強材位置－壁面上端と補強材の距離：Ｈt(m)]テキストボックス；壁面上端と補強材の距
離を入力します。 

 [補強材位置－壁面下端と補強材の距離：Ｈb(m)]テキストボックス；壁面下端と補強材の距
離を入力します。 
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２.３.５ 補強土壁および背面盛土 

 補強土壁および背面盛土のデータを入力します。

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 [補強土壁－補強土壁下端座標：Ｘo(m)]テキストボックス；基準点のＸ座標を入力します。 

 [補強土壁－補強土壁下端座標：Ｙo(m)]テキストボックス；基準点のＹ座標を入力します。 

 [補強土壁－盛土分割高さ：ｈ1(m)]テキストボックス；補強土壁１と補強土壁２に上下に２
分割する場合に入力します。 

 [背面盛土の埋土線]オプションボタン；補強土壁を左右方向に２分割する場合に選択します。

［なし］の場合，分割はありません。「形状入力」の場合，背面盛土の埋土線の座標をセル

に入力します。「アンカー長により自動設定」はアンカープレート位置が埋土線になります。

座標はプログラム内で自動設定します。 
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 [画面縮]ボタンをクリックすると，[補強土壁および背面盛土]を表示します。[画面拡]ボタ

ンをクリックすると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.６ 嵩上げ盛土座標 

 嵩上げ盛土の座標を数学座標系で入力します。 

 

 [嵩上げ盛土]チェックボックス；嵩上げ盛土を設定する場合，オンにします。 

 座標データはセル内で入力します。 

 [編集]メニュー；層の削除／挿入，行の削除／挿入，行の削除／挿入などが行えます。 

 Ｘ座標は，Ｘi≦Ｘi+1 の値を入力して下さい。 

 座標点を２点のみ入力した場合，２点目の座標を右水平方向に（プログラム内で自動的に）

延長します。３点以上の場合，延長されません。（そのままの座標を使用します） 

 嵩上げ盛土の層を追加する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト[新規]をクリックし，
Ｘ，Ｙ座標を入力して下さい。 

 既に入力している２層目の嵩上げ盛土を表示する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト
[２]をクリックして下さい。セルに２層目の嵩上げ盛土座標が表示されます。 
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 [形状入力]ボタン；クリックすると，下図の画面が表示されます。[ステップ幅：Ｂ(m)]，[法
高：Ｈ(m)]，[法勾配：(1:n)]を入力することで，嵩上げ盛土を設定します。 

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[嵩上げ盛土座標]を表示します。[画面拡]ボタンをクリ

ックすると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.７ 基礎地盤座標 

 基礎地盤の座標を数学座標系で入力します。 

 

 座標データはセル内で入力します。 

 [編集]メニュー；層の削除／挿入，行の削除／挿入，行の削除／挿入などが行えます。 

 Ｘ座標は，Ｘi≦Ｘi+1 の値を入力して下さい。 

 座標点を２点のみ入力した場合，２点目の座標を右水平方向に（プログラム内で自動的に）

延長します。３点以上の場合，延長されません。（そのままの座標を使用します） 

 基礎地盤の層を追加する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト[新規]をクリックし，Ｘ，
Ｙ座標を入力して下さい。 

 既に入力している２層目の基礎地盤を表示する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト
[２]をクリックして下さい。セルに２層目の基礎地盤座標が表示されます。 
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 [画面縮]ボタンをクリックすると，[基礎地盤座標]を表示します。[画面拡]ボタンをクリッ

クすると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.８ 地下水位線座標 

 内部安定・外部安定で使用する地下水位線および円弧すべりで使用する地下水位線を別々に

入力します。 

 

 [水の単位体積重量：γ'(kN/m3)]テキストボックス；水の単位体積重量を入力します。 

 [地下水位線の考慮（内部安定・外部安定）]チェックボックス；内部安定・外部安定で使用
する地下水位線がある場合オンにします。 

 [内部安定・外部安定－基準線からの前面水位：Ｈwf(m)]テキストボックス；内部安定・外部
安定で使用する前面水位線は水平線です。 

 [内部安定・外部安定－基準線からの背面水位：Ｈwr(m)]テキストボックス；内部安定・外部
安定で使用する背面水位線は水平線です。 

 [外部安定において－水圧を考慮する]チェックボックス；外部安定において水圧を考慮する
場合オンにします。 

 [外部安定において－自重に対する浮力を考慮する]チェックボックス；外部安定において擬
似擁壁の自重に対する浮力を考慮する場合オンにします。 
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 [地下水位線の考慮（円弧すべり計算用）]チェックボックス；円弧すべり計算で使用する地
下水位線があるがある場合，オンにします。 

 [円弧すべり計算用－地下水位線番号]コンボボックス；常時，地震時で使用する地下水位線
番号１または地下水位線番号２を選択します。 

 [地下水位線座標－地下水位線番号]コンボボックス；円弧すべり計算で使用する地下水位線
の番号を選択しセルに座標を数学座標系で入力します。 

 地下水位線より上側が空中，下側が水中の土層になります。 

 [編集]メニュー；行の削除／挿入などが行えます。 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[水位線座標]を表示します。[画面拡]ボタンをクリック

すると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.９ 設計土質定数 

 盛土材料（補強土壁，嵩上げ盛土）および基礎地盤材料の設計定数を入力します。

 

 [すべり通過]；[○]を入力した場合，円弧すべり線が層を通過します。[×]を入力した場合，

円弧すべり線が層を通過しません。コンクリート構造物等の円弧すべり線が通過しない層に

対して指定します。 

 [土質名]；土質名をリストボックスから選ぶか，任意に入力します。 

 [γ(kN/m3)]；土層の単位体積重量を入力します。 

 [γ’(kN/m3)]；土層の水中単位体積重量を入力します。円弧すべり計算時，地下水位線より

下側の層にはプログラム内で自動的にγ’をセットします。 

 [φ(°)]；土層の内部摩擦角を入力します。 

 [ｃ1(kN/m2)]；土層の粘着力を入力します。 

 [ｃ2(kN/m2)]；円弧すべり計算に用いる土層の粘着力を入力します。 

 [掘削勾配(１：ｎ)]；土層の掘削勾配を入力します。必ず入力して下さい。掘削形状や基礎

地盤全体の置換基礎の掘削形状に使用します。 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，入力中の地層を赤線で表示します。[画面拡]ボタンをク

リックすると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.１０ 掘削形状 

 基礎地盤（地山）を掘削する場合，掘削形状を入力します。

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 基礎地盤を掘削しない場合は[掘削形状]チェックボックスをオフにします。 

 このデータにより基礎地盤の座標はプログラム内で再設定されます。 

 [掘削形状]チェックボックス；基礎地盤を掘削する場合，チェックボックスをオン(∨印を付
ける)にします。掘削しない場合はオフにします。 
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 [掘削勾配]オプションボタン；［土質勾配］を選択した場合，基礎地盤の設計土質定数の入

力項目［掘削勾配］の値を使用して基礎地盤の座標をプログラム内で自動設定します。 

［固定勾配］を選択した場合，下図の画面が表示されます。セル内の［１：ｎ］の値を使用

して基礎地盤の座標を自動設定します。 

 

 掘削形状データはセル内で入力します。 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[掘削形状]を表示します。[画面拡]ボタンをクリックす

ると，データ入力の画面に戻ります。
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２.３.１１ 設計外力 

 壁面材１ｍ２当りの重量および鉛直荷重としての設計外力を入力します。

 

 [壁面材１m2当りの重量：Ｗwu(kN/m2)]テキストボックス；コンクリート製壁面材の場合，壁
面材の配置よりプログラム内で自動計算したものを表示します。変更も可能です。 

 [衝突時（支柱式護柵基礎による荷重）]テキストボックス；衝突時の検討を行う場合，[支柱
式護柵基礎の高さ:Ｈ4(m)]，[支柱式護柵基礎の底版幅:Ｂ(m)]，[底版幅に作用する鉛直力:
∑Ｖ(kN/m)]，[底版幅に作用する水平力:∑Ｈ(kN/m)]を入力します。 

 [設計外力]チェックボックス；設計外力を入力する場合，チェックボックスをオン(∨印を付
ける)にします。入力しない場合はオフにします。 

 設計外力はセル内で入力します。 

 [荷重の種類]コンボボックス；[雪荷重]，[活荷重]，[死荷重]，[荷重１]，[荷重２]，[荷重
３]の６種類の中から選択するか，または任意の文字で種類名称を入力します。 

 [載荷層]コンボボックス；[補強土壁]または入力した[嵩上げ盛土]の中から荷重が載荷され
ている層を選択します。 

 [載荷重の基準位置]コンボボックス；[のり尻]，[のり肩］の中から選択するか［座標点番号］
を入力します。 

 [離れ：ＢG(m)]；[載荷重の基準位置]からの距離を入力します。 

 [分布幅：ＢL(m)]；荷重の分布幅を入力します。零の場合は集中荷重です。 

 [荷重：Ｗ(kN/m2)]；常時，地震時の荷重を入力します。 

 荷重載荷位置は地表面にあるものとします。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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２.３.１１ 設計外力 

 設計水平震度の自動計算または入力します。

 

 [設計水平震度の計算]チェックボックス；[計算する]を選択した場合，[地震動][地盤種

別][地域区分]より設計水平震度の自動計算を行います。[入力する]を選択した場合，設

計水平震度の値を直接入力します。 

 [地震動の選択]チェックボタン；[レベル1地震動対応]および[レベル2地震動対応]より

選択します。 

 [地盤種別]チェックボタン；[Ⅰ種][Ⅱ種][Ⅲ種]より選択します。 

 [地域区分]チェックボタン；[Ａ(Ｃz=1.0)][Ｂ(Ｃz=0.85)][Ｃ(Ｃz=0.70)]より選択しま

す。 
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２.３.１２ 盛土座標のオフセット 

 「盛土のみのオフセット」と「全体（盛土＋基礎地盤）のオフセット」ができます。

 

 [盛土のみのオフセット量－Ｘ座標のオフセット：ΔＸ(m)]テキストボックス；盛土のみのオ
フセット量（Ｘ方向）を入力します。 

 [盛土のみのオフセット量－Ｙ座標のオフセット：ΔＹ(m)]テキストボックス；盛土のみのオ
フセット量（Ｙ方向）を入力します。 

 [全体のオフセット量－Ｘ座標のオフセット：ΔＸ(m)]テキストボックス；全体のオフセット
量（Ｘ方向）を入力します。 

 [全体のオフセット量－Ｙ座標のオフセット：ΔＹ(m)]テキストボックス；全体のオフセット
量（Ｙ方向）を入力します。 

 [オフセット]ボタンをクリックすると，下記のオフセット実行の確認ダイアログを表示しま

す。 

 

 [はい]ボタンをクリックすると[盛土および全体のオフセット]を行います。 
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２.４ 内部安定 

 [常時][地震時]および[衝突時]における内部安定の検討を行います。 

 [内部安定]をクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。

 

２.４.１ 補強材長の設計 

 [補強材長の設計]を行います。

 

 [初期値]ボタン；設計長を変更した後，初期の設計長に戻す場合にクリックします。 

 [設計補強材長：Ｌi(m)]；構造細目および常時，地震時，衝突時の必要長を満足するよう５

０ｃｍ単位で切り上げます。 

 [アンカー種類]コンボボックス；［アンカープレート］または［ロックアンカー］を選択し

ます。 

 外部安定および円弧すべりの検討において補強材長を変更する場合は，それぞれの検討画面

から本画面を表示し，設計補強材長を変更することができます。この場合[ＯＫ]ボタンによ

り元の画面に戻ります。 
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 [画面縮]ボタンをクリックすると，[補強材の配置]を表示します。[画面拡]ボタンをクリッ

クすると，データ入力の画面に戻ります。
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２.４.２ アンカープレートの引抜きに対する検討 

 [アンカープレート引抜きに対する検討]を行います。

 

 [自動設計]ボタン；［板幅]，[水平間隔]や部材の設計を自動的に行います。 

 [アンカープレートの寸法２･ｂi(m)]コンボボックス；アンカープレートの寸法を入力します。

通常０.３００ｍですが０.４００ｍもあります。また任意に値を入力することができます。 

 [水平間隔ΔＬi(m)]コンボボックス；タイバーが２本引きの場合，(1.5m/2=)０.７５０ｍ，

３本引きの場合，(1.5m/3=)０.５００ｍを入力します。
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２.４.３ 各部材の断面設計 

 [部材寸法]；部材寸法の検討結果を表示します。

 

 [タイバー－登録No]；通常自動設計しますが，タイバーの材料は変更可能です。

 

 [アンカープレート]；アンカープレートの検討結果を表示します。
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 [ロックアンカー]タブ；ロックアンカーを設ける場合，下図が表示されます。

 

 [ロックアンカー－ロックアンカー呼径]コンボボックス；Ｄ２２，Ｄ２５，Ｄ２９，Ｄ３２

の中から選択します。 

 [Ｌd手入力]ボタン；通常ロックアンカーの設計定着体長（Ｌd）は自動設定されますが，こ

のボタンを押すと手入力の値がセットできます。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。
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 部材の許容引張力一覧表 
（単位；kN） 

項 目 部材規格 
適用 

ﾀｲﾊﾞｰ 

常 時 地震時 

腐食しろ 腐食しろ 

0mm 1.0mm 1.5mm 2.0mm 0mm 1.0mm 1.5mm 2.0mm 

ﾀｲﾊﾞｰ 

M18 

 

35.6 31.2 29.1 27.1 53.3 46.7 43.6 40.6 

M20 45.3 40.3 37.9 35.6 67.8 60.3 56.8 53.3 

M22 56.1 50.6 47.9 45.3 84.0 75.7 71.7 67.8 

M24 65.2 59.2 56.3 53.5 97.6 88.6 84.3 80.1 

M27 85.0 78.1 74.8 71.5 127.3 116.9 112.0 107.1 

ｱﾝｶｰ 

ﾌﾟﾚｰﾄ 

ｻﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ 

あり 

M18 67.4 52.4 44.9 37.4 101.1 78.6 67.4 56.2 

M20 74.7 58.1 49.8 41.5 112.1 87.2 74.7 62.3 

M22 79.9 62.2 53.3 44.4 119.9 93.2 79.9 66.6 

M24 89.9 69.9 59.9 49.9 134.8 104.8 89.9 74.9 

M27 102.2 79.5 68.1 56.8 153.3 119.2 102.2 85.1 

ｺﾈｸﾀｰ 

ｼﾝｸﾞﾙ 

ｺﾈｸﾀｰ 

3.2S M18 49.7 33.4 ― ― 74.5 50.0 ― ― 

4.5S 
M20 

68.3 51.8 43.8 36.1 102.2 77.6 65.6 54.0 
M22 

6.0S 
M24 

99.9 81.4 72.4 63.6 149.6 121.9 108.4 95.3 
M27 

ﾀﾞﾌﾞﾙ 

ｺﾈｸﾀｰ 

3.2D M18 47.9 32.5 ― ― 71.7 48.7 ― ― 

4.5D 
M20 

67.7 52.0 44.3 36.7 101.4 77.9 66.3 55.0 
M22 

6.0D 
M24 

98.8 81.4 72.4 63.6 148.0 121.9 108.4 95.3 
M27 

接続 

ﾛｯﾄﾞｱｲ 

止めﾎﾞﾙﾄ 

ｼﾝｸﾞﾙ 

ｺﾈｸﾀｰ 

用 

8.8T 

M18 34.3 28.5 25.9 23.6 51.4 42.8 38.9 35.3 

M20 
45.6 38.5 35.3 32.3 68.4 57.8 53.0 48.5 

M22 

10.9T 
M24 

77.3 66.0 60.9 56.2 116.0 99.1 91.4 84.2 
M27 

ﾀﾞﾌﾞﾙ 

ｺﾈｸﾀｰ 

用 

8.8T 

M18 56.5 46.2 41.6 37.5 84.8 69.3 62.4 56.2 

M20 
68.4 56.9 51.8 47.1 102.6 85.4 77.7 70.7 

M22 

10.9T 
M24 

94.5 80.2 73.8 67.8 141.8 120.3 110.7 101.7 
M27 
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２.５ 外部安定 

 [常時]および[地震時]における外部安定の検討を行います。 

 [外部安定]をクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。

 

２.５.１ 外部安定の設計条件 

 [外部安定の設計条件]を入力します。

 

 [滑動に対する安定の照査]チェックボックス；滑動に対する安定を照査する場合にチェック
ボックスをオンにします。 

 [転倒に対する安定の照査]チェックボックス；転倒に対する安定を照査する場合にチェック
ボックスをオンにします。 
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 [補強土壁底面の支持に対する安定の照査]チェックボックス；補強土壁底面の支持に対する
安定を照査する場合にチェックボックスをオンにします。 

 [壁面基礎に対する安定の照査]チェックボックス；壁面基礎（布上基礎）の支持に対する安
定の照査もしくは，壁面基礎（重力式基礎）に対する安定の検討を行う場合にチェックボッ
クスをオンにします。検討したい基礎を[布状基礎]または[重力式基礎]から選択します。 

 [壁面基礎下の対策の支持に対する安定の照査]チェックボックス；壁面基礎下の置換基礎の
支持に対する安定を照査する場合にチェックボックスをオンにします。 

 [試行くさびの直線すべり]オプションボタン；[地山の通過可能（１直線すべり）]または[地
山の通過不可（２直線すべりまで可能）]を選択します。 

 [設計水平震度の補正係数：ν]テキストボックス；外部安定検討に考慮する設計水平震度の
補正係数を入力します。通常，ν＝0.70 を使用します。値を変更した場合，下記のメッセー
ジボックスが表示されます。 

 

 [荷重の組合せ－補強土壁上の荷重考慮]コンボボックス；補強土壁上の鉛直荷重を考慮する
場合［○］，考慮する，しないを両方検討する場合［○×］を選択します。 

 [荷重の組合せ－荷重ケース]コンボボックス；荷重ケースに含める項目（自重，土圧，雪荷
重，活荷重，死荷重など）に［○］を選択します。含めない項目には［×］を選択します。 
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２.５.２ 滑動・転倒に対する安定の照査 

 [滑動・転倒に対する安定の照査]を行います。

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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 [最上段補強材位置での補強領域の幅：Ｂu(m)]テキストボックス；[補強領域の底面幅：Ｂb

(m)]と結んだ直線を補強領域の仮想背面とし，設計補強材長（Ｌi）を仮想背面を通過する最

小長へ自動的に変更します。ただし，最上段補強材を除き補強材末端より0.25(m)の範囲につ

いては仮想背面を通過したものと見なします。 

 

 [補強領域の底面幅：Ｂ(m)]テキストボックス；[最上段補強材位置での補強領域の幅：Ｂu(m)]

と結んだ直線を補強領域の仮想背面とし，設計補強材長（Ｌi）を仮想背面を通過する最小長

へ自動的に変更します。 

 [基準高さ：ｈo(m)]テキストボックス；[入力説明]参照 

 [裏込土－単位体積重量（γs），内部摩擦角（φs），粘着力（Ｃs）]テキストボックス；[設

計条件]で入力した層の[設計土質定数]の値にかかわらず試行くさび計算にはこれらの入力

値を使用します。 

 [補強土壁底面と基礎地盤との間の粘着力・摩擦係数－せん断抵抗角（φ），粘着力（ＣB），

摩擦係数（μ）]テキストボックス；補強土壁底面と基礎地盤のそれぞれについて入力します。 

 [壁面摩擦角]オプションボタン；[設計基準－マニュアル第４版]を選択した場合，[入力する]

を選択した状態となり，初期値としてδ＝φを設定します。[設計基準－マニュアル第３版]

を選択した場合，[計算する(多数アンカー・マニュアル)]，[計算する(道路土工指針)]，[入

力する]より選択します。[計算する(多数アンカー・マニュアル)]を選択した場合，「多数ア

ンカー補強土壁工法設計・施工マニュアル」により，のり面勾配（β）を壁面摩擦角（δ=

β）としてをプログラム内で自動設定します。[計算する(道路土工指針)]を選択した場合，

「道路土工 擁壁工指針」により，嵩上げ盛土ののり面勾配が変化する場合（β’）なども考

慮した常時および地震時の壁面摩擦角（δ=β’）をプログラム内で自動設定します。[入力す

る]を選択した場合，壁面摩擦角を直接入力します。 

 [戻る][次へ][ＯＫ]ボタン；検討結果を確定し，画面を切り替えます。下図のメッセージが

表示された場合，[補強材長]ボタンをクリックし補強材長を延長して下さい。
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 [補強材長]ボタン；設計補強材長を変更することにより，補強領域の仮想背面の形状を変更

することができます。補強領域の仮想背面を通過していない補強材については、仮想背面を

通過する最小長へ自動的に変更します。ただし，最上段補強材を除き補強材末端より0.25(m)

の範囲については仮想背面を通過したものと見なします。 

 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると、試行くさび計算を行いすべり線形状などを各荷重ケース

同時に表示します，[画面拡]ボタンをクリックすると、データ入力の画面に戻ります。
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２.５.３ 補強土壁底面に対する支持の照査 

 補強土壁底面の支持に対する安定の照査を行います。

 

 許容支持力度を計算する場合に，[根入れ地盤]，[基礎地盤]のデータを入力します。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 



 2 - 44 

 [補強土壁底面下の対策工の支持に対する安定の照査]チェックボックス；対策工を設ける場

合，オンにします。オンにした場合，補強土壁底面の基礎地盤の土質定数①に対策工の土質

定数②が検討で使用されます。対策工の土質定数および掘削形状は円弧すべり計算の地盤形

状に考慮されます。

 

 [タイプ]チェックボックス；対策工として，置換基礎形状，深層改良形状が選択できます。 

 置換基礎の許容支持力度を計算する場合，対策工の[根入れ地盤]と[対策工下の基礎地盤]に

入力します。 

 [置換基礎・改良体の深さ：Ｄo(m)]テキストボックス；対策工の深さを入力します。 

 [置換基礎の傾斜角度：θB(度)]テキストボックス；置換基礎の傾斜角度を入力します。 

 [改良体の前面幅：Ｌf(m)]テキストボックス；深層改良の前面幅を入力します。 

 [改良体の背面幅：Ｌr(m)]テキストボックス；深層改良の背面幅を入力します。 

 【注１】補強土壁底面の対策工に対する検討はマニュアルの適用範囲外です。マニュアルの

範囲外の検討項目については利用者の判断でご利用下さい。 

 【注２】補強土壁底面の対策工の座標計算はプログラム内で以下のように行います。 

① 掘削形状が入力されている場合，そのデータにならいます。 

② 掘削形状がなく，基礎地盤の掘削勾配が入力されている場合，高さ５ｍ毎に小段幅１

ｍとして基礎地盤の掘削勾配で掘削します。 

③ 掘削形状も基礎地盤の掘削勾配も入力されていない場合，高さ５ｍ毎に小段幅１ｍと

して，入力された[置換基礎の傾斜角度θB]で掘削します。 

① 

② 
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２.５.４ 壁面基礎(布状基礎)の支持に対する安定の照査 

 [外部安定の設計条件]において[布状基礎]オプションボタンを選択した場合，壁面基礎(布

状基礎)の支持に対する安定の照査を行います。

 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 

 【注】壁面材の厚みはプログラム内で自動設定します。 
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２.５.５ 壁面基礎(重力式基礎)に対する安定の検討 

 [外部安定の設計条件]において[重力式基礎]オプションボタンを選択した場合，壁面基礎(重

力式基礎)に対する安定の検討（滑動，転倒，支持）を行います。

 

 [勾配自動計算]ボタン；クリックすると，重力式基礎の断面が最小になるように[前面勾配：

n1]，[背面勾配：n2]が自動計算されます。 

 [ヘルプ]メニュー；クリックすると，入力データの説明画面が表示されます。[ＯＫ]ボタン

をクリックすることにより，元の画面に戻ります。

 

 [基礎コンクリート]，[裏込土]，[前面埋戻し土]の形状および土質定数は円弧すべり計算の

地盤形状に考慮されます。 
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２.５.６ 壁面基礎下の対策工の支持に対する安定の照査 

 壁面基礎下の対策工（置換基礎）の支持に対する安定の照査を行います。

 

 [ヘルプ]メニュー；クリックすると，入力データの説明画面が表示されます。[ＯＫ]ボタン

をクリックすることにより，元の画面に戻ります。

 

【注１】壁面基礎下の対策工（置換基礎）の支持に対する安定の照査はマニュアルの適用範囲

外です。マニュアルの範囲外の検討項目については利用者の判断でご利用下さい。 
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２.６ 円弧すべり計算 

 円弧すべり計算を行います。

 

 [補強時・円弧すべり計算] 画面には，[条件]，[計算]および[表示] メニューがあります。

 

 [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は次の３方法があります。 

・指定した点を通る円弧すべり線  ····· ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線  ····· ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線  ····· Ｒ法 

 [計算]メニューは，円弧すべり計算により，安全率を計算します。 

 [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の安全率分布表を表示します。 

 常時と地震時は同一画面です。以下に常時の場合を例に説明します。 
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(1) [条件]メニュー 

 [条件]メニューをクリックして下さい。 

 下図のドロップダウンメニューから [ポイント法]，[ベース法]，[Ｒ法]のどれかをクリック

して下さい。（通常，ポイント法です。） 

 

 [ポイント法] ドロップダウンメニューをクリックした場合，下図が表示されます。

 

 [キャンセル]ボタン ；入力したデータをキャンセルして元の画面に戻ります。 

 [ＯＫ]ボタン ；データをセットして元の画面に戻ります。 

 [ヘルプ]メニュー ；入力データの説明の画面が表示されます。

 

 ポイント座標の編集を行う場合，[編集]メニューをクリックして [行の削除]などの編集を行

います。 
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 [ベース法]ドロップダウンメニューをクリックした場合，下図が表示されます。

 

 [キャンセル]ボタン，[ＯＫ]ボタンの機能は [ポイント法] と同じです。 

 [編集]メニューの機能は [ポイント法] と同じです。 

 [ヘルプ]メニュー ；入力データの説明の画面が表示されます。
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 [Ｒ法]ドロップダウンメニューをクリックした場合，下図が表示されます。

 

 [キャンセル]ボタン，[ＯＫ]ボタンの機能は [ポイント法] と同じです。 

 [ヘルプ]メニュー ；入力データの説明の画面が表示されます。
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(2) [計算]メニュー  

 [計算]メニューをクリックして下さい。 

 [最小安全率の検索]チェックボックス；最小安全率を検索する場合オンにします。指定した

格子中心座標における安全率のみの計算の場合オフにします。

 

 [１次検索]ボタン；入力している格子中心座標，および１次検索の格子ピッチ，格子点数の

条件で円弧すべり計算を行い最小安全率を連続して計算します。上記の条件を変えて色々な

ケースを検討する必要があります。[計算中止]ボタンにより計算を中止することができます。 

 [２次検索]ボタン；１次検索が終了した段階で使用可能になります。入力している格子中心

座標と２次検索の格子ピッチ，格子点数の条件で円弧すべり計算を行い最小安全率を連続し

て計算します。１次検索より更に狭い格子ピッチで検索します。 

 [手動計算]ボタン；ボタンをクリックする度に１回の円弧すべり計算を実行します。計算結

果はメッセージバーに表示されます。 

 [計算中止]ボタン；円弧すべり計算を途中で中止します。 

 [計算書]セルコンボボックス；リストの中から[出力]または[なし]を選択します。[出力]を

選択した場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力され

ません。 

 [格子中心座標]テキストボックス；格子中心のＸ座標，Ｙ座標を入力します。通常０.５ｍ単

位で入力します。[最小安全率の検索]チェックボックスをオンにしている場合，次に計算す

る格子中心座標が自動的にセットされます。 

 [格子ピッチ] コンボボックス；リスト項目をクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の

格子ピッチを入力します。 

【参考】[補強時]の場合，０.５～２.０ｍで検討し，最小安全率が検索されたら最後に０.

５ｍとします。 
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 [格子点数]スピンボタン；矢印ボタンをクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子点

数を入力します。 

 [格子中心座標履歴] グリッド；計算するたびに格子中心のＸ座標，Ｙ座標，および安全率の

履歴がリスト内に順次登録されます。上から順に新しい計算がならびます。項目をクリック

することにより，格子中心座標を元に戻すことができます。 

 [ネバーカットラインの考慮]チェックボックス；オンにするとネバーカットラインを設定し，

そのラインを通過しない円弧すべり線のみ検討されます。 

 

 [マウス座標指定]ボタン；表示されている図をマウスでクリックすることで，ネバーカット

ラインの座標を自動で設定します。ただし、座標は０.５ｍの間隔で設定されます。[確定]

ボタンをクリックして設定を確定して下さい。

 

 [修正]ボタン；すでに設定されているネバーカットラインをクリックすることで，座標の修

正が行えます。 

 [取消し]ボタン；設定した座標を取り消します。 
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 [マウス節点指定]ボタン；表示されている図をマウスでクリックすることで，ネバーカット

ラインの座標を自動で設定します。設定する座標は，クリックした座標から最も接近してい

る地盤形状の節点となります。

 

 [座標入力]ボタン；ネバーカットラインをＸＹ座標で設定します。
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 [カットラインの考慮]チェックボックス；オンにするとカットラインを設定し，そのライン

を通過する円弧すべり線のみ検討されます。 

 

 [マウス座標指定]ボタン；表示されている図をマウスでクリックすることで，カットライン

の座標を自動で設定します。ただし、座標は０.５ｍの間隔で設定されます。[確定]ボタンを

クリックして設定を確定して下さい。

 

 [修正]ボタン；すでに設定されているカットラインをクリックすることで，座標の修正が行

えます。 

 [取消し]ボタン；設定した座標を取り消します。 

 [マウス節点指定]ボタン；表示されている図をマウスでクリックすることで，カットライン

の座標を自動で設定します。設定する座標は，クリックした座標から最も接近している地盤

形状の節点となります。
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 [座標入力]ボタン；カットラインをＸＹ座標で設定します。

 

 [補強材長]ボタン；[補強材長の設計]画面に飛び，補強材長を変更することができます。[Ｏ

Ｋ]ボタンを押すことにより本画面に戻ります。補強材長を変更することにより，補強領域の

仮想背面の形状を変更することができます。補強領域の仮想背面を通過していない補強材に

ついては、仮想背面を通過する最小長へ自動的に変更します。ただし，最上段補強材を除き

補強材末端より0.25(m)の範囲については仮想背面を通過したものと見なします。 
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 [土質定数]ボタン；[設計土質定数]の画面に飛びます。地盤の土質定数を変更できます。

 

 [地震時へ]ボタン；[円弧すべり計算（地震時）]の画面に飛びます。 

 地震時の[常時へ]ボタン；[円弧すべり計算（常時）]の画面に飛びます。 

(3) [表示]メニュー 

 

 [表示]メニューをクリックして下さい。[円弧図]，[分布表] および [計算モデル図] のドロ

ップダウンメニューが表示されます。[円弧図]を選んだ場合下図が表示されます。

 

 コンボボックスのリストに[最小安全率]，[ポイントＮｏ．]，[計算箇所全体]が表示されま

す。 

・[最小安全率] ；各格子点においてポイントＮｏ．の中で最小安全率が発生する

円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ.] ；ポイントＮｏ.の円弧図を表示します。 

・[計算箇所全体] ；計算個所全体の円弧図を表示します。 

 計算安全率が設計安全率を満たしていない場合，円弧図は赤色で表示されます。 



 2 - 58 

 [分布表]を選んだ場合下図が表示されます。

 

 コンボボックスのリストに[ポイントＮｏ中で最小]，[ポイントＮｏ.]が表示されます。 

・[ポイントＮｏ中で最小]；各格子点においてポイントＮｏ.の中で最小安全率を表示し

ます。 

・[ポイントＮｏ.] ；ポイントＮｏ.の安全率分布表を表示します。 
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２.７ 表示 

 [表示]メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。

 

２.７.１ 入力断面 

 入力断面を表示します。
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２.７.２ 設計断面 

 [設計条件]メニューで入力した設計断面を表示します。 

 [設計断面]メニューをクリックします。

 

 [補強材無－常時，地震時]：地下水位線や設計外力などの設計条件を確認します。

 

 [補強材有－常時，地震時]：[設計基準－マニュアル第３版]を選択した場合，補強材の配置

と円弧すべり計算の土層区分も含めて層別に表示します。
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２.７.３ 土質区分 

 

 [設計条件－補強土壁および背面盛土／嵩上げ盛土座標／基礎地盤座標／設計土質定数]メニ

ューで入力した値より土質区分図を表示します。 

 [土質区分－入力時－常時，地震時]：地下水位線の有無により常時と地震時が異なる場合が

あります。

 

 [土質区分－円弧すべり－常時，地震時]：地下水位線の有無により常時と地震時が異なる場

合があります。
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２.７.４ 補強材配置 

 

２.７.５ 嵩上げ盛土の荷重換算高 
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２.７.６ 載荷重が壁面に影響する範囲

 

 [載荷重が壁面に影響する範囲－常時]

 

 [載荷重が壁面に影響する範囲－地震時]
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２.７.７ 壁面に作用する土圧 

 

 [壁面に作用する土圧－常時]

 

 [壁面に作用する土圧－地震時]
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２.７.８ 設計補強材長
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２.７.９ アンカープレート周りの水平応力 

 

 [アンカープレート周りの水平応力－常時]

 

 [アンカープレート周りの水平応力－地震時]
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２.７.１０ 外部安定の検討

 

 

２.７.１１ 円弧すべり 
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 [円弧すべり－円弧図－常時，地震時]

 

 [円弧すべり－分布表－常時，地震時]
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２.８ ヘルプ 

 [ヘルプ]メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。

 

２.８.１ バージョン情報 

 バージョンを表示します。 

 

２.８.２ 計算基準および参考資料 

 本システムの計算基準と参考資料を表示します。 
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